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(3) 酸化ランタン，酸化イットリウムおよび酸化セリウムをそれぞれ 0.4 ， 1. 2 および 0.4 労程度含有さ
せたタングステン電極が，複合効果によって耐久性や動作の安定性に極めて優れていることを示し，そ
の合理性を考察している o
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(4) タングステン電極の蒸発消耗現象，特区微量の酸素が作動ガス中に混入した場合の異常な消耗につい
て，数値解析モデル lとより実験結果を解析して検討している。また，この際に形成されるリムについて，
その形成原因を検討し，その形成機構の一部を明らかにしている。
以上のように，本論文は酸化物入りタングステン電極の直流アーク放電時の動作安定性および耐久性に
ついて，放電特性および酸化物挙動の観点より詳細に検討し，理論的解析を加え，多くの新しい知見を得
るとともに，それらの知見に基づいて新しい電極の開発を行なったものである。これらの成果は，溶接工
学の発展に寄与するのみならず，溶接技術，アークプラズマ応用技術に寄与するところが大きい。よって，
本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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